
学長記者会見資料

報道関係配布資料

日 時 令和元年１２月１７日（火）１５時００分～

会 場 島根大学本部棟５階大会議室

出席者 島根大学 学長 服部 泰直

島根大学教育学部 副学部長 松本 一郎
（中国地方ＥＳＤ活動支援センター企画運営委員会副委員長）

会見項目 本学のＳＤＧｓの取り組みについて



島根大学憲章（前文）
”自然と共生する豊かな社会の発展に努める”ことを使命の１つとし
（教育・研究・医療及び社会貢献を通じて）

⇓
その使命を実現するために，
”地域に根ざし、地域社会から世界に発信する個性輝く大学”を目指す

SMART20
中期目標・中期計画

島根大学のビジョンと戦略

将来ビジョンと行動戦略を２０の項目にまとめた「島根大学未来戦略（SMART20）」を策定

持続可能な未来を地域とともに 島根大学

教 育
豊かな教養、高度な専門性、グローバルな
感性を醸成し、地域や世界で活躍する学生
を育成する

「地域創生の中核となる学生の育成」
「入試改革」「グローバル化」 等

研 究
多様な研究を推進することで、様々な課題
を解決する研究成果を創出し、新たな価値
を創造する

「地域特性を生かした研究」
「特色ある研究」「産学連携」 等

⼤学運営 地域・社会貢献
6項目

6項目

学長のリーダーシップのもと、構成員が最大限
活躍できる環境の整備と組織改革を行い、持続
的発展を目指した大学経営を行う

「学長のリーダーシップ」「ガバナンス改革」「ダ
イバーシティの推進」「研究倫理コンプライアンス
の徹底」 等

4項目

地域・社会との連携を強化し、「地(知)」の
拠点として地域に貢献するLOCAL

GLOBAL

「地(知)」の中核」「地域創生」
「リカレント教育」 等

「地域社会から世界へ、個性輝くオンリーワンの大学

島根大学

「SHIMANE UNIVERSITY」

SMART20

4項目

③経営戦略・施策 →

SDGs行動指針 策定

①経営理念 →

②SDGs方針 → このことを実現するためには、SDGsに
取り組むことが必要不可欠



島根大学 SDGs 行動指針 

 

島根大学は、大学憲章において“自然と共生する豊かな社会の発展

に努める”ことを謳っています。わたしたちは、不断の教育・研究・

医療等の活動はもとより、地方創生の推進、平和な国際社会の発展と

インクルーシブな社会の実現に寄与する人づくりを通じて、ＳＤＧｓ

の達成に向けて活動することにより、持続可能な社会の構築に貢献し

ます。 

 

 特に、島根大学の地理的特性を生かし、自然環境の保全・継承のた

め、地域と強く連携し、あわせて学生の SDGｓ意識を高める教育に

努めます。 

 

令和元年１１月１４日 

国立大学法人島根大学長 

服 部 泰 直 


